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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 40  (36 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 12 名 2 名

　専門職員 保育士 8 名 1 名

看護師 1 名 2 名

事務員 1 名 1 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

駐車場2台

施設長

【施設・事業所の概要】

小学館アカデミー さぎぬま保育園 認可保育園種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

216-0004

https://www.shopro.co.jp/hoi
ku/shisetsu/saginuma/

園長 神谷　恵

神奈川県川崎市宮前区鷺沼１-２３-７ ル ファール１階

株式会社 小学館集英社プロダクション

2011年7月1日

044-862-8721

定員（利用人数）：

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室2室､調理室､
事務室､トイレ、
室内シャワー…等

保育理念：あったかい心を持つ子どもに育てる
基本方針：「思いやり」の気持ちを大切にします。
　　　　　「生きる力」を大切にします。
　　　　　「主体性」を大切にします。
　　　　　「好奇心」が伸びる環境を大切にします。
　　　　　「経験」「体験」を大切にします。
　　　　　一人ひとりの「得意」を大切にします。
　　　　　「ことば」の美しさ、楽しさを大切にします。
　　　　　「地域の関わり」を大切にします。
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

7 回 （ 2019 年度）

⑥総評

　法人は職層別・専門別に「求められる職員像」を明示し、保育理念の実現に向けて、全職員の子どもの専門
家としての行動目標を示しています。この項目と連動させた職層別の「自己評価表」及び「個人能力向上シー
ト」を使用し、園長は年2回職員と人事考課面談を行い、各職員が掲げた目標の達成に向けて、外部研修の情報
提供や経験年次に合わせた助言などを行っています。職員の育成研修計画においても、階層及びテーマ別に整
備し、職員の意欲向上を支援する研修制度が整っています。園長は労務管理を含む園運営において、主任と法
人運営担当者と連携し、一丸となってリーダーシップを発揮できるよう努めています。

◆保育理念の実現に向けて、職員の人材育成制度を整備しています

（契約日）～

2022年11月28日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年5月18日

　受審回数（前回の受審時期）

◇特長や今後期待される点

◆子どもの発達過程を考慮し、主体性を尊重した保育を行っています
　「あったかい心をもつ子どもに育てる」という保育理念を保育の柱とし、子どもの気持ちに寄り添いなが
ら、主体性を尊重した保育を行っています。子どもたちが伸び伸びと自由に活動できるように、体を動かすこ
とが好きな子どもは公園に行って走ったり、ハイハイする子どもはシートを持って行ったりと、個々の成長に
合わせて活動できるように環境を整えています。保育室ではコーナー遊びの場所を設置し、子どもが興味のあ
る活動に集中して遊び込めるように工夫しています。5歳児になると、子どもたちが主体性をもって友だちと協
力しながら制作や行事を行う中で、何かを作り上げる達成感が味わえる保育をすることを職員は心がけていま
す。

　小学館アカデミーさぎぬま保育園は、東急田園都市線の鷺沼駅から徒歩7分ほどの場所にある定員
40名の認可保育園です。「あったかい心をもつ子どもに育てる」という保育理念に基づき、2011
年7月に開設しました。鷺沼駅は都心まで近く、交通の便の良い場所にありますが、落ち着いた住宅
街が広がっており、自然も多く、公園も充実しています。特徴的な取り組みとしては、法人独自の保
育プログラムを導入し、コミュニケーションあそびのほか、リズミック・うんどうあそび、ネイ
チャーあそび、本育あそびに力を入れ、「あそび・せいかつ」から「まなび」へと展開し、子ども一
人ひとりの得意なことを育てています。食育にも力を入れ、毎月世界各国の食事を提供し、子どもた
ちが異文化にも興味を持てるように工夫をしています。保育室の造りは、仕切りのあるワンルームタ
イプであるため、日常的に異年齢の子どもたちとかかわりを持ち、日々の集団生活の中で「思いや
り」や「助け合い」の心をはぐくんでいます。戸外活動においても、みんなでいっしょに公園に行
き、かくれんぼやしっぽとりなどの遊びを通じて、楽しみながらルールを習得しています。また、近
隣の地域の方の畑に行き、じゃがいも掘りやさつまいも掘りを行って、子どもたちが自ら収穫体験を
するなど、さまざまな体験や交流を通して、社会性を身に付けられるよう工夫しています。
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　今回の第三者評価の結果で明確になった課題をもとに、利用者の皆さまに安心して保育園に通って
いただけるように今後も努めて参ります。
　保護者の皆さまにはアンケートにご協力いただきありがとうございました。


